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研究用原子炉
（KUR）

臨界集合体実験装置
（KUCA）

イノベーションリサーチラボ
（FFAG陽子加速器）

原子炉実験所の主要3施設

KUR：1964年初臨界 → 全国共同利用研究の遂行

KUCA：1974年初臨界 → 原子力教育・炉物理実験

イノベーションリサーチラボ：2004年竣工 → ＡＤＳ，加速器ＢＮＣＴ
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世界初の本格的スーパーミラー導管設備 (1985)

日本初の中性子導管 (1973)

日本初の冷中性子源
(1987)

世界唯一の極低温照射装置
だが廃止（装置撤去）

世界で最高
の治療実績
をもつ
BNCT設備

特殊照射装置へ改造

陽電子照射装置へ改造

汎用小型中性子回折計
へ改造中

外部機関（理研）
長期占有利用中
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研究炉部長
中島先生より

本日!
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複合原子力科学の有効利用に
向けた先導的研究の推進 (京大炉将来計画)

大型計画マスタープランに採択中!(2017申請中）

• 大規模研究計画（2017より新規計画である区分Ｉ）

人類社会の持続的発展に
は原子力・放射線の利用
が必要である。本計画では、
研究炉・加速器を用いる共
同利用・共同研究を軸に、
複合的な原子力科学の発
展と有効利用に向けた先
導的研究を推進し、その拠
点を形成する。
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京大炉におけるビーム利用のための次期中性子源検討WS
第1回：2013年1月18日(金）
第2回：2014年1月17日(金）
第3回：2015年1月16日(金）

中性子は特長ある有用なプローブ。

強度がすべてではないが、規模が大きく
なったことにより成果の創出がより強く求
められ、組織間連携の重要性増大



2016年12月27日「京大炉におけるビーム利用の
ための次期中性子源検討WS4」@事務棟大会議室

2013/1/18 第1回WS鬼柳先生発表の「まとめ」より

先端的・
目に見える成果

萌芽的研究
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http://phi.phys.nagoya-u.ac.jp/JCANS/Pictures/j-ans.png

JCANS:日本加速
器中性子源協議会

日本における加速器
中性子源の研究を基
礎として、中性子ビー
ムの実用技術及び産
業実用までを含めたコ
ンソーシアム形成まで
を指向する総合的な
ネットワーク。
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総合討論で議論したいこと

中性子は特長ある貴重かつ有用なプローブ。研究用原子炉
（JRR-3,KUR)の長期停止は厳しいが、加速器駆動中性子

源の進展が大きい。また中性子光学によるビーム制御技術、
分光器開発等の進展も大きい。

しかし全体の規模が大きくなったことにより成果の創出がよ
り短期で強く求められ、施設発の研究、組織間連携（連係）
の重要性が増している。

I. 成果創出（サイエンス） II. 組織を越えた協力

京大炉ビーム利用計画もこの２点を重視し、自らのなりたい
形を明確にしていきたい。
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京大炉におけるビーム利用のための次期中性子源検討WS4
日時: 2016年12月27日（火） 13:30～18:30

セッション１：座長:田崎誠司 (京大工)
13:30-13:55 日野正裕(京大炉）「KUR現状とワークショップ趣旨説明」
13:55-14:20 田中浩基(京大炉)「サイクロトロンを用いたBNCT用加速器中性子源」
14:20-14:45 安部豊（京大工）「冷中性子源解析と関連コード開発」
14:45-15:10 細畠拓也（理研）「京大炉・理研連携による

金属母材中性子集光スーパーミラー開発の現状」
15:10-15:35 大竹淑恵（理研）「理研中性子源による新たな展開」
15:35-16:00 清水裕彦（名大理）「名古屋大学小型中性子源(NUANS)と新中性子源検討」

16:00-16:15 休憩
セッション２：座長:日野正裕 (京大炉)

16:15-16:40 武田全康（原子力機構）「JRR-3ビーム利用について」
16:40-17:05 大友季哉(高エネ機構)「物構研ビーム利用と将来計画」
17:05-17:30 藤田全基（東北大金研）「パルス及び定常中性子源による物性研究を例とした

中性子科学ロードマップの重要性」
17:30-18:30 綜合討論：小型-中型ー大型施設をつなぐサイエンス、中性子源・デバイス開発

(話題提供：UCNAS報告(広田克也（名大理）)

19:00-（21:00) 懇親会 居酒屋「とも」にて（ここから体育大学側へ200m程度の所）
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